
　
九
月
二
十
四
日

　
昨
日
は
、
お
彼
岸
の
休
日
だ
っ
た
。
終
日
坂
田
明
の
「
赤
と
ん
ぼ
」
を
聴

き
な
が
ら
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
に
明
け
暮
れ
し
た
。
大
判
一
点
、
中
判
一
点
を

製
作
で
き
た
。
こ
う
い
う
暮
ら
し
も
良
い
が
、
こ
れ
は
こ
れ
な
り
に
自
身
と

の
対
面
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
、
仲
々
に
し
ん
ど
い
も
の
が
あ
る
。

描
き
た
い
も
の
が
あ
る
う
ち
は
良
い
が
、
失
く
な
っ
た
時
の
空
白
感
は
凄
ま

じ
い
だ
ろ
う
。

　
今
度
の
展
覧
会
に
際
し
て
描
い
た
銅
版
画
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
の
自
分
な
り

の
特
質
を
考
え
る
に
、
建
築
か
ら
の
自
由
っ
て
事
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
六
〇
才
に
な
っ
て
、
何
か
と
不
自
由
に
な
っ
て
る
自
分
を
感
じ
て
い
た
。

自
由
と
は
自
堕
落
と
は
異
な
る
。
放
埒
と
も
異
な
る
。
身
体
の
不
可
能
性
か

ら
の
離
脱
へ
の
希
求
の
こ
と
だ
。
そ
の
為
に
は
何
よ
り
も
自
身
の
気
持
ち
の

中
に
深
く
降
下
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
自
分
を
動
か
し
て
い
る
核
を
解
ら

ず
し
て
、
自
身
か
ら
の
解
放
は
あ
り
え
な
い
。

　
都
バ
ス
の
運
転
手
が
新
宿
西
口
に
着
い
て
客
を
皆
降
ろ
し
て
後
、
車
内
を

念
入
り
に
点
検
す
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。
〇
一
年
の
九
・
一
一
テ
ロ
を

他
人
事
で
な
く
感
じ
る
一
瞬
だ
。
十
時
半
研
究
室
。
十
五
時
半
迄
忍
田
邸
打

合
わ
せ
。
室
内
展
開
図
の
大
半
を
押
さ
え
る
。
集
中
し
た
の
で
五
時
間
が
い

い
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
十
六
時
半
青
山
、
と
き
の
忘
れ
も
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
ナ

イ
ト
ス
タ
デ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
の
催
し
始
ま
る
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
チ
ョ
ッ
と
ご
あ

い
さ
つ
を
し
て
、
タ
ク
シ
ー
で
西
早
稲
田
の
観
音
寺
へ
。
三
〇
人
位
の
人
が

集
ま
っ
た
。
十
八
時
話
し
始
め
る
。
四
十
分
程
で
切
り
上
げ
皆
さ
ん
か
ら
の

質
問
そ
の
他
い
た
だ
き
、
で
き
る
限
り
答
え
る
。
十
九
時
四
〇
分
修
了
。
綿

貫
さ
ん
、
豊
島
北
教
会
の
芳
賀
牧
師
さ
ん
達
と
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
ん
で
会

食
。
二
十
二
時
過
修
了
。
皆
と
別
れ
タ
ク
シ
ー
で
新
宿
へ
。
二
十
三
時
過
世

田
谷
村
に
戻
る
。

　
九
月
二
十
五
日

　
朝
、
松
崎
町
役
場
の
森
町
長
公
室
長
に
電
話
。
今
日
は
伊
豆
の
長
八
美
術

館
二
〇
周
年
記
念
の
会
が
あ
る
の
だ
が
出
席
で
き
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
旨
を
お
伝

え
す
る
。
淡
路
島
の
山
田
脩
二
に
電
話
、
彼
が
も
し
や
松
崎
町
に
行
っ
て
い

る
や
も
知
れ
ぬ
と
危
惧
し
て
の
事
。
幸
い
山
田
は
東
京
の
明
大
前
に
居
た
。

こ
れ
か
ら
研
究
室
に
出
て
い
く
つ
か
の
雑
用
を
片
付
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
十

一
時
研
究
室
。
図
面
チ
ェ
ッ
ク
他
。

　
夕
方
、
と
き
の
忘
れ
も
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ
の
案
内
状
送
付
先
に
つ
い
て
太

田
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
。
何
せ
ペ
イ
ン
タ
ー
と
し
て
の
展
覧
会
は
初
め

て
の
事
な
の
で
、
ど
の
当
た
り
の
人
に
招
待
状
を
出
し
た
ら
良
い
の
か
つ
か

み
か
ね
て
い
る
が
、
努
力
し
て
み
よ
う
。
二
〇
時
修
了
。
世
田
谷
村
に
戻
る

も
、
一
人
で
あ
っ
た
。

　
九
月
二
十
六
日
　
日
曜
日

　
九
時
、
世
田
谷
村
発
、
芳
賀
牧
師
を
訪
ね
る
為
、
東
長
崎
の
教
会
へ
向
か

う
。
十
時
十
五
分
豊
島
北
教
会
。
住
宅
街
の
中
の
小
さ
な
教
会
で
威
圧
的
で

な
く
好
ま
し
い
た
た
ず
ま
い
で
あ
る
。
芳
賀
牧
師
が
教
会
前
に
立
っ
て
迎
え

て
さ
る
。
来
訪
者
に
は
皆
そ
う
し
て
い
る
よ
う
だ
。
十
時
三
〇
分
、
日
曜
日

の
聖
集
会
は
じ
ま
る
。
十
一
時
四
十
五
分
修
了
。
芳
賀
牧
師
に
皆
さ
ん
に
紹

介
さ
れ
る
。
長
老
の
方
に
お
目
に
か
か
る
な
ど
し
て
十
二
時
過
ま
で
お
茶
を

い
た
だ
き
、
帰
途
に
つ
く
。
只
今
、
十
二
時
五
〇
分
山
の
手
線
高
田
馬
場
駅

通
過
。
新
宿
で
昼
食
を
と
り
、
十
四
時
世
田
谷
に
戻
る
。
小
林
秀
雄
「
ピ
カ
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ソ
」
読
む
。
模
倣
と
抽
象
に
つ
い
て
、
随
分
深
い
考
え
を
持
っ
て
い
た
事
を

知
る
。
若
い
頃
、
読
ん
で
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
大
変
な
人
な
ん

だ
。

　
九
月
二
十
七
日

　
朝
、
と
き
の
忘
れ
も
の
の
為
に
ひ
と
働
き
。
十
一
時
半
世
田
谷
村
発
。
十

三
時
新
木
場
、
現
場
定
例
会
。
ト
モ
社
長
、
専
務
等
と
。
十
六
時
過
修
了
。

杭
打
ち
は
全
て
修
了
。
大
学
へ
。

　
十
七
時
過
研
究
室
。
ド
イ
ツ
よ
り
Ｊ
・
グ
ラ
イ
タ
ー
特
別
講
義
の
為
来
日
。

十
七
時
半
李
祖
原
、
Ｊ
・
グ
ラ
イ
タ
ー
連
続
講
義
、
稲
門
建
築
会
主
催
。
二

人
の
講
義
は
好
対
照
を
示
し
て
い
た
。
こ
の
開
き
の
中
に
現
代
建
築
が
抱
え

る
幾
つ
か
の
重
要
な
問
題
が
あ
る
。
Ｊ
・
グ
ラ
イ
タ
ー
が
何
故
、
講
義
の
主

題
を
劇
場
に
し
た
の
か
、
ア
ン
ド
レ
・
パ
ラ
デ
ィ
オ
か
ら
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ワ

ー
グ
ナ
ー
に
来
て
少
し
解
っ
た
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
と
ニ
ー
チ
ェ
の
関
係
は
実
に

濃
密
で
、
又
、
激
烈
な
相
反
を
招
く
も
の
で
も
あ
っ
た
の
は
良
く
知
ら
れ
る

が
、
ニ
ー
チ
ェ
研
究
を
介
し
て
ワ
ー
グ
ナ
ー
に
接
近
し
た
ん
だ
ろ
う
。
パ
リ

の
オ
ペ
ラ
座
と
バ
イ
ロ
イ
ト
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
劇
場
を
比
較
し
て
、
ア
ナ
ー

キ
ス
ト
と
し
て
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
シ
ア
タ
ー
の
性
格
を
浮
彫
り
に
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
次
は
、
ワ
ル
タ
ー
・
グ
ロ
ピ
ウ
ス
の
ト
ー
タ
ル
・
シ
ア
タ
ー
。

世
界
観
の
反
映
と
し
て
の
劇
場
の
小
史
を
開
陳
し
て
い
る
。
一
九
二
七
年
の

シ
ア
タ
ー
ク
ラ
ス
　
バ
ウ
ハ
ウ
ス
。
こ
れ
以
降
の
シ
ア
タ
ー
は
劇
場
の
タ
イ

ポ
ロ
ジ
ー
と
し
て
は
歴
史
に
逆
行
、
退
行
し
て
い
る
と
い
う
の
が
彼
の
意
見
。

次
に
ヨ
ル
ン
・
ウ
ッ
ツ
ォ
ン
の
シ
ド
ニ
ー
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
。
次
が
ハ
ン
ス
・

シ
ャ
ル
ー
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
フ
ラ
ン
ク
・
Ｏ
・
ゲ
ー
リ
ー
の
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ホ
ー
ル
。
二
〇
時
四
五
分
修
了
。
二
十
一
時
過
、
高
田
馬
場
地
中
海
料
理

文
隆
に
て
二
人
と
夕
食
。
二
十
三
時
前
修
了
。
二
十
四
時
前
世
田
谷
村
に
戻

る
。

　
九
月
二
十
八
日

　
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
バ
イ
ロ
イ
ト
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
の
外
見
上
の
み
に
く
さ
は

機
能
主
義
の
原
点
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
オ
ペ
ラ
を
楽
し
む
単
一
的
機

能
を
純
粋
に
追
う
と
い
う
よ
り
も
劇
場
を
一
つ
の
楽
器
と
し
て
想
像
す
る
。

幕
間
に
ロ
ビ
ー
や
ら
で
シ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ワ
イ
ン
を
楽
し
み
、
着
飾
っ
た
そ

れ
ぞ
れ
を
見
せ
合
う
楽
し
み
は
捨
て
る
。
そ
う
い
う
割
り
切
り
方
が
バ
ウ
ハ

ウ
ス
流
の
機
能
主
義
の
始
原
で
あ
っ
た
。

　
李
祖
原
の
超
大
型
建
築
の
本
来
的
な
価
値
は
、
そ
の
単
一
機
能
追
求
と
は

様
相
を
異
に
す
る
。
力
な
ん
だ
ろ
う
と
憶
測
し
て
い
る
が
、
ま
だ
良
く
解
ら

な
い
。
そ
れ
以
外
の
意
味
は
地
球
規
模
で
は
あ
り
得
な
い
。

　
十
一
時
研
究
室
。
李
祖
原
の
中
国
大
陸
で
の
仕
事
の
現
実
を
聞
く
。
聞
き

し
に
勝
る
、
ほ
と
ん
ど
死
闘
だ
な
。
そ
れ
で
も
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
主

会
場
横
の
モ
ル
ガ
ン
財
閥
の
超
高
層
及
び
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
獲
る
の
だ
か

ら
、
異
常
と
も
思
え
る
力
で
あ
る
。
ミ
ル
ク
に
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
昼
食
を
と

り
な
が
ら
雑
用
に
次
ぐ
雑
用
、
十
六
時
四
十
五
分
、
研
究
室
発
。
十
七
時
二

〇
分
新
宿
。
聖
跡
桜
ヶ
丘
へ
、
近
藤
理
事
長
、
島
倉
二
千
六
氏
、
西
山
社
長

と
会
食
。
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